
平
成
二
十
三
年
四
月
二
十
七
日
提
出

質

問

第

一

四

九

号

若
年
性
認
知
症
対
策
に
関
す
る
質
問
主
意
書

提

出

者

木

村

太

郎
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若
年
性
認
知
症
対
策
に
関
す
る
質
問
主
意
書

十
八
歳
か
ら
六
十
五
歳
未
満
、
特
に
働
き
盛
り
の
人
た
ち
が
発
症
す
る
こ
と
の
多
い
若
年
性
認
知
症
患
者
は
、
厚
生
労
働
省

の
平
成
二
十
一
年
の
推
計
値
に
よ
る
と
、
全
国
で
三
万
七
千
八
百
人
と
さ
れ
て
い
る
が
、
軽
症
者
や
自
覚
し
て
い
な
い
患
者
も

含
め
る
と
約
十
万
人
に
上
る
と
い
う
見
方
も
あ
る
と
聞
く
。
家
計
を
支
え
る
家
族
が
発
症
し
た
場
合
に
お
い
て
は
、
本
人
は
も

と
よ
り
家
族
を
も
巻
き
込
ん
で
し
ま
い
、
一
家
に
と
っ
て
今
後
の
生
活
に
大
き
な
影
響
を
及
ぼ
し
、
そ
の
経
済
的
或
い
は
心
理

的
な
衝
撃
を
如
何
に
し
て
克
服
し
、
社
会
と
の
つ
な
が
り
を
ど
の
よ
う
に
保
つ
か
な
ど
の
問
題
は
多
い
。

若
年
性
認
知
症
は
、
原
因
や
症
状
が
さ
ま
ざ
ま
で
あ
り
、
若
く
体
力
が
あ
る
た
め
、
興
奮
、
暴
力
、
徘
徊
な
ど
、
介
護
す
る

側
に
危
険
が
伴
う
た
め
、
現
在
、
専
門
の
受
け
入
れ
施
設
は
全
国
に
も
少
な
く
、
そ
の
不
足
は
深
刻
な
状
況
で
あ
る
。
こ
の
よ

う
な
中
、
介
護
保
険
施
設
を
増
や
す
た
め
、
介
護
従
事
者
を
対
象
の
実
地
研
修
、
ま
た
県
民
へ
の
啓
発
を
図
る
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム

の
開
催
や
若
年
性
認
知
症
に
つ
い
て
の
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
を
作
成
す
る
な
ど
の
新
事
業
に
取
り
組
む
自
治
体
も
出
て
き
て
い
る
。

こ
れ
か
ら
の
介
護
保
険
事
業
の
あ
る
べ
き
姿
と
し
て
、
「
自
助
」
「
互
助
」
「
共
助
」
「
公
助
」
の
シ
ス
テ
ム
を
バ
ラ
ン
ス

よ
く
機
能
さ
せ
、
医
療
・
介
護
・
福
祉
の
連
携
を
一
層
強
化
し
、
介
護
職
の
質
と
量
と
も
に
確
保
す
る
こ
と
が
益
々
重
要
と
考

え
る
。

一



従
っ
て
、
次
の
事
項
に
つ
い
て
質
問
す
る
。

一

全
国
で
の
若
年
性
認
知
症
の
患
者
数
に
つ
い
て
、
症
例
、
都
道
府
県
別
で
は
そ
れ
ぞ
れ
ど
の
よ
う
に
な
っ
て
い
る
の
か
示

さ
れ
た
い
。

二

全
国
で
の
神
経
科
、
神
経
内
科
、
物
忘
れ
外
来
な
ど
の
認
知
症
の
診
断
が
で
き
る
専
門
医
師
を
抱
え
る
医
療
機
関
、
専
門

医
師
の
数
、
ソ
ー
シ
ャ
ル
ワ
ー
カ
ー
の
数
は
そ
れ
ぞ
れ
ど
の
よ
う
に
な
っ
て
い
る
の
か
示
さ
れ
た
い
。

三

あ
る
女
性
の
若
年
性
認
知
症
患
者
は
、
デ
イ
サ
ー
ビ
ス
を
受
け
た
が
、
高
齢
者
の
施
設
と
の
相
性
の
問
題
が
生
じ
、
サ
ー

ビ
ス
提
供
は
半
年
で
終
わ
っ
た
。
こ
の
よ
う
な
患
者
の
受
け
入
れ
に
つ
い
て
ど
の
よ
う
に
対
応
し
て
い
く
の
か
、
菅
内
閣
の

見
解
如
何
。

四

障
害
者
雇
用
促
進
法
に
基
づ
い
た
障
害
者
職
業
訓
練
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
な
ど
の
利
用
に
つ
い
て
、
若
年
性
認
知
症
で
は

実
績
が
な
い
と
き
く
が
、
今
後
若
年
性
認
知
症
患
者
の
就
労
対
策
と
し
て
ど
の
よ
う
に
取
り
組
ん
で
い
く
の
か
、
菅
内
閣
の

見
解
如
何
。

五

現
在
、
若
年
性
認
知
症
患
者
専
門
の
受
け
入
れ
施
設
の
不
足
は
深
刻
な
状
況
で
あ
る
。
介
護
保
険
施
設
を
増
や
す
た
め
、

介
護
従
事
者
を
対
象
の
実
地
研
修
、
ま
た
県
民
へ
の
啓
発
を
図
る
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
の
開
催
や
若
年
性
認
知
症
に
つ
い
て
の
ガ

二



イ
ド
ラ
イ
ン
を
作
成
す
る
な
ど
の
新
事
業
に
取
り
組
む
自
治
体
も
出
て
き
て
い
る
が
、
今
後
国
と
し
て
ど
の
よ
う
に
取
り
組

ん
で
い
く
の
か
、
菅
内
閣
の
見
解
如
何
。

六

五
に
関
連
し
、
「
豊
富
な
症
例
を
学
べ
る
よ
う
研
修
回
数
を
増
や
し
、
ケ
ア
の
技
術
だ
け
で
な
く
家
族
と
の
関
わ
り
方
や

医
師
と
の
連
携
な
ど
の
ノ
ウ
ハ
ウ
を
教
え
て
欲
し
い
」
と
の
施
設
管
理
者
の
声
に
ど
の
よ
う
に
応
え
て
い
く
の
か
、
ま
た
、

将
来
に
わ
た
っ
て
必
要
な
介
護
職
の
質
と
量
に
つ
い
て
、
ど
の
よ
う
に
確
保
す
る
の
か
、
菅
内
閣
の
見
解
如
何
。

七

五
〜
六
に
関
連
し
、
今
後
の
介
護
保
険
の
果
た
す
べ
き
役
割
、
ま
た
そ
れ
に
基
づ
く
介
護
職
の
役
割
に
つ
い
て
、
菅
内
閣

の
見
解
如
何
。

八

平
成
二
十
三
年
度
予
算
に
お
い
て
は
、
若
年
性
認
知
症
対
策
に
つ
い
て
ど
の
よ
う
に
反
映
し
て
い
る
の
か
、
菅
内
閣
の
具

体
的
な
見
解
如
何
。

右
質
問
す
る
。

三


